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２月に入りました。今日４日は立春です。立春は二十

四節気の最初の一つで、暦の上では、この日で新年が

明け、春の季節が始まります。中国では、東風が吹い

て氷が解け始め、地中に冬ごもりした虫が動き始め、

水中に休止していた魚が氷を出てくる時期とされて

います。日本では、２月といえば、まだまだ寒く雪の

降る季節でもありますが、梅の花が咲き始め、春の息

吹を感じ始める時期です。 

学校では、今日を含めて、登校するの日は、卒業式 

まであと３１日、修了式までは３３日となりました。 

インフルエンザの流行も気になるところですが、予防をしっかり行って、欠席しないよう

にして、学習のまとめをしていかなければなりません。 

さて、１月には、昨年度と今年度で、新しく取り入れた活動が多くありましたので、今

号では、その様子や効果などを掲載します。 

＜真剣に取り組んだ漢字検定＞ 
１２日（土）に本年度第２回の漢字検定を行いました。

この企画は、「夢」プロジェクトの一環で、将来の夢の実

現を保証する学力向上を目指すものです。希望による受

験ですが、受験級への合格を目指して練習を行い、合格

認定をもらうことで自分のスキルを一段ずつアップして

いく試みです。受験はしなくても、漢検の話題があるこ

とで、漢字に興味を持ち、学習への意欲につながればい 

  いと考えています。今回の受験者は、猪調小学校も合わ

せると４８名で、過去最高でした。全員が合格認定をもらえることを祈っています。 

＜みんなで楽しんだ‘笑顔アピール大会’＞ 
２４日（木）に、笑顔アピール大会を行いました。この大会は、児童の自主企画で、昨

年３月以来の２度目の実施です。大会のねらいは、自分の得意なことをみんなの前で発表

して、自分に自信をつけると同時に、みんなを笑顔にして、江迎小学校を楽しい学校にす

るというものです。（児童の決めためあて） 

 今年度の実行委員会は、４年生の児童５人が受け持っています。計画書を作成し、出場

者を募集し、プログラムを組み、リハーサルと当日の運営をしました。演技中に流す音楽

のチョイスも行い、しっかりと運営をしました。 

 見事ななわとび技やかわいいダンスなど、体育館に見学に来た児童たちから、たくさん
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【ドローンプログラミング作業】 

【漢字検定試験の様子】 



の拍手が送られました。 

 昼休みに実施する大会なので、１３：１０～

１３：４０の３０分間というのを厳守しなけれ

ばなりません。実行委員会は、この点に一番苦

労しました。昨年の実行委員の６年生も応援に

駆けつけてくれて、当日はぴったり１３：４０

に終了することができました。 

自分たちでやったこの大会の成功で、達成感

と自信を持つことができたと思います。みんな

が笑顔になってよかったです。 

＜ドローンで学ぶプログラミング学習＞ 
２９日（火）の１、２校時に、５年生に続いて、６年生もドローンを使ったプログラミ

ングの学習を行いました。この学習のめあては、「ドローンについて知り、ドローンをプロ

グラミングによって操作することを通して、プログラミングの楽しさや面白さを知る」こ

とです。 

まず、ビデオを見て、ドローンが社会の中でさまざまなことに利用され効果をあげてい

ることを知りました。次に、ドローンを飛ばすためのプログラミングについて学習しまし

た。グループに分かれて、話し合いながら各グループの飛行計画を立てました。そして、

飛行計画に沿って、スマホのアプリを一人一人が実際に操作してプログラミング作業を行

いました。最後に、プログラミングされたドローンを実際に飛ばして、飛行計画通りに飛

ぶのか確認しました。どのグループも、プログラミング通りに動く様子を見て、喜びと驚

きで拍手と歓声をあげていました。「プログラミングをミスなくすれば、必ず、計画通りに

動く」ということは、他の学習にもつながっていく大切な理解事項です。とてもすばらし

い学習を体験することができました。 

＜みんなで協力、ドッジボール大会＞ 
３０日（水）の昼休みに行いました。実行委員会の

メンバーは、６年生４人と５年生３人で、来年にもつ

ながるように編成しています。２回目のこの大会は、

表彰に力を入れていました。「守ったで賞」（１年生を

守る行動がたくさんあるチーム）「笑顔いっぱい賞」（笑

顔いっぱいで楽しんでいたチーム）「協力したで賞」（仲

間と仲良く協力できたチーム）「にげまくったで賞」（全

力でにげてたくさん残ったチーム）の４つの賞があり、

順位ではなく、チームの在り方で表彰しました。 

また、１か月かけて自作したトロフィーも渡していました。６年生の審判協力や子どもた

ちの観戦もあり、楽しく温かい雰囲気でドッジボールを行うことができました。時間もぴ

ったりで、大成功の企画でした。 

※ 通常の学習については、校内研修を重ね、児童の力を十分に伸ばすために頑張ってお

りますが、上記のように、授業以外でも様々な取組を行っています。 

【なわとび技のアピール中】 

【ドッジボール大会表彰式の様子】 


